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森下仁丹株式会社(本社：大阪市中央区／代表取締役社長：駒村純一)は、8月より応募を開始し、多数の

応募の中から厳選な審査の結果、書き手6名と13町内会25箇所の設置場所を決定致しました。 

 

「京都町名琺瑯看板プロジェクト」は、100年もの間、京都の景観に溶け込んできた町名看板（木製看板

を含む）を保全・復活させ、古き良き日本の風景を残していきたいという思いから、2010年8月に立ち上げ

ました。｢町名琺瑯看板｣は、多く残っているとされている京都市でも、社会情勢や生活様式の変化により、

ここ十数年で約4割減少し、延べ750枚弱まで激減しています。本プロジェクトでは、一枚一枚を手作りで製

作した新たな琺瑯看板を、京都の地に復活する活動を行ってまいりました。この度、決定致しました13町内

会、25箇所の設置場所に来年の2月を目処に町名琺瑯看板を設置してまいります。                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～町名琺瑯
ほ う ろ う

看板 戦後初の復活～ 

『京都町名琺瑯
ほ う ろ う

看板プロジェクト』 

 看板の書き手 6 名・設置 13 町内会が決定！ 

2010年11月27日 

【本件についてのお問合せ先】 
森下仁丹株式会社 営業推進部 広告・宣伝チーム 磯部・大北 TEL:06-6761-1134 FAX:06-6761-8108 
共同PR株式会社  第五業務局       担当：長尾・林  TEL:03-3571-5275 FAX:03-3574-1005 

■選出された書き手6名 
○木下 慧 様 （きのした さとし / 職業：広告美術業）   

○絹川 敦 様 （きぬがわ あつし / 職業：書家）   

○中山 薫 様 （なかやま かおる / 職業：会社員） 
○松山 むつ美 様 （まつやま むつみ / 職業：筆耕） 
○八田 二代次 様 （はった によつぐ / 職業：広告美術業） 
○和田 晃 様 （わだ あきら / 職業：書家） 
 
■書き手代表コメント（書家・絹川敦様） 
 京都で何十年も親しまれ、また戦後初の増設で揮毫させていただく

ことに嬉しい一方で、大変な責任を感じます。 
▲ 戦後復活第1号となる 

京都市役所の町名琺瑯看板 

■選出された設置町内会 
○上京区加賀屋町 ○上京区大黒町 ○京都市役所 ○中京区三条町 ○中京区六角町 ○中京区百足屋町 
○中京区小結棚町 ○中京区釜座町 ○中京区三条油小路町 ○中京区下樵木町 ○下京区船鉾町 
○下京区東塩小路町 ○左京区銀閣寺町 
 
■町内会代表コメント（「先斗町の将来を考える集い」世話人・神戸啓様） 
 昔から一緒に京都の街並みをつくってきた看板の復活が嬉しい。 
新しい看板をつけることで、これからの「京都らしさ」を作っていきたい。 


